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「
明
徳
館
」
を
よ
く
利
用
す

る
学
生
に
、
魅
力
や
活
用
方
法

に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

　

山
本
彩
友
美
さ
ん
（
経
営
学

科
３
年
・
山
口
県
／
下
関
商
業

高
校
出
身
）
は
、「
明
徳
館
が

で
き
る
前
は
、
授
業
の
空
き
時

間
に
図
書
館
な
ど
で
過
ご
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
は
明
徳
館
で

友
達
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
ま

し
た
。
教
育
・
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
が
６
階
に
で
き
て
足
を
運

び
や
す
く
な
り
、
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
を
借
り
て
レ
ポ
ー
ト
作
成

が
で
き
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま

す
。
７
階
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ト
を
見
た
と
き
に

は
、そ
の
広
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

こ
の
場
所
で
練
習
を
重
ね
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
を
も
っ

と
磨
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
意
欲
的
に
語
っ
た
。

　

週
４
～
５
回
利
用
す
る
山
口

智
矢
さ
ん
（
経
済
学
科
１
年
・

岡
山
県
／
倉
敷
工
業
高
校
出

身
）
は
、「
用
途
に
合
わ
せ
て

い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
が
で
き
る

　

１
年
を
通
し
て
見
え

て
き
た
学
生
の
学
習
意

欲
の
変
化
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、「
明
徳
館
」

は
学
生
の
主
体
的
・
自
主

的
な
学
び
の
「
場
」
と
し

て
最
適
な
環
境
が
整
っ

た
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
施
設
で
あ
る
。

　

学
生
同
士
の
「
交
流
」

と
「
相
互
啓
発
」
の
「
芽
」

が
少
し
ず
つ
、
確
実
に

育
っ
て
お
り
、そ
の
「
芽
」

を
育
て
て
い
く
「
素
地
」

は
す
べ
て
の
学
生
が
備

え
て
い
る
。

　

今
後
は
学
生
自
身
が
そ
の

「
芽
」
に
気
づ
き
、
自
ら
「
明

徳
館
」
を
活
用
し
て
い
く
き
っ

か
け
づ
く
り
に
も
力
を
注
い
で

い
く
。
学
び
の
意
欲
を
支
え
る

人
的
支
援
や
多
彩
な
「
コ
ン
テ

ン
ツ
」
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
学
生
と
教
職
員
の

協
働
に
よ
る
環
境
の
活
性
化
も

今
後
の
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
。

　

こ
の
「
場
」
を
活
用
す
る
楽

し
さ
を
多
く
の
学
生
が
体
感
し

て
い
け
る
よ
う
、
よ
り
良
い
空

間
へ
と
進
化
を
続
け
て
い
く
。 

居
心
地
の
い
い
施
設
で
す
。

興
動
館
科
目
の
授
業
で
は

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
利
用

し
た
り
、
課
題
や
試
験
対

策
で
は
個
人
で
集
中
し
て

取
り
組
む
こ
と
も
で
き
る

の
で
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
留
学
生
と
気
軽
に

交
流
で
き
る
場
所
が
あ
る

こ
と
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で

す
。
国
際
交
流
に
興
味
は

あ
る
け
ど
勇
気
が
で
な
い

と
い
う
場
合
で
も
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
な
の
で
、
話

し
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

６
階
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー

ト
コ
ー
ナ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア
ア
ッ
プ
の

講
座
や
教
員
に
よ
る
学
習
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
も
多
く
の
学
生
が

利
用
し
て
い
る
。
学
習
ス
ペ
ー

ス
で
自
習
す
る
姿
も
見
ら
れ
、

学
習
意
欲
の
さ
ら
な
る
向
上
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

５
階
の
留
学
生
と
の
交
流
ス

ペ
ー
ス
で
は
、
外
国
人
留
学
生

と
英
語
で
交
流
で
き
る
「
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ
レ
ン
ズ
・
ア

ワ
ー
」
な
ど
の
国
際
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
ま
た
、
女
子
学

生
同
士
の
交
流
を
深
め
る
「
こ

ま
ち
会
イ
ベ
ン
ト
」、
学
び
の

興
味
・
関
心
を
広
げ
る
き
っ
か

け
を
作
る
「
ひ
る
が
く
講
座
」

な
ど
も
人
気
だ
。
今
後
も
学
生

が
中
心
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
。

　

従
来
型
の
教
室
を
飛
び
出

し
、
学
び
の
ス
タ
イ
ル
を
自
在

に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
モ
ン
ズ

「
明
徳
館
」
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
今
ま
で
以
上
に
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
９
・
10
階
で
は

ゼ
ミ
を
中
心
に
少
人
数
で
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
授
業
を
行
う

教
員
か
ら
は
「
双
方
向
授
業
を

行
い
や
す
い
。
明
る
く
て
ガ
ラ

ス
張
り
の
た
め
、
適
度
な
緊
張

感
が
あ
り
、
学
生
た
ち
の
集
中

力
が
増
し
た
」
と
学
生
た
ち
の

学
ぶ
姿
勢
の
変
化
に
つ
い
て
話

す
。

　

授
業
に
よ
っ
て
は
７
・
８
階

の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ

モ
ン
ズ
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な

ど
を
行
う
こ
と
も
多
い
。
学
生

た
ち
は
、
可
動
式
の
椅
子
・
机
・

大
型
モ
ニ
タ
ー
な
ど
を
自
由
に

使
い
な
が
ら
、
自
分
た
ち
に
最

適
な
環
境
を
自
ら
作
り
出
す
楽

し
さ
を
体
感
し
て
い
る
。

　

７
階
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ト
は
、
ゼ
ミ
の
発
表
な

ど
で
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
き

た
。
発
表
の
前
に
練
習
を
重
ね

る
姿
が
見
ら
れ
、
こ
の
「
場
」

で
の
経
験
が
発
表
に
対
す
る
意

識
を
高
く
し
て
い
る
。
ま
た
、

発
表
者
だ
け
で
は
な
く
、
聴
衆

側
の
意
識
に
も
変
化
が
あ
っ

た
。
学
生
同
士
で
活
発
に
意
見

交
換
が
な
さ
れ
、
通
り
が
か
り

に
足
を
止
め
る
聴
衆
の
姿
も
見

ら
れ
た
。
こ
の
１
年
間
で
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ト
の

利
用
件
数
は
２
０
８
件
に
上
る

（
平
成
29
年
12
月
現
在
）。
ゼ
ミ

の
発
表
だ
け
で
な
く
多
様
な
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
学
生
た
ち

の
表
情
は
よ
り
一
層
輝
き
を
増

し
て
い
る
。

　

２
～
４
階
に
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

ご
と
に
配
分
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
。
各
ゼ
ミ
の
学
生
が
自

由
に
使
う
こ
と
が
で
き
、
学
年

の
枠
を
越
え
た
学
生
同
士
の
交

流
を
促
進
す
る
場
と
し
て
、
新

し
い
イ
ベ
ン
ト
や
今
ま
で
に
な

い
取
り
組
み
な
ど
も
検
討
さ
れ

て
い
る
。

　

８
月
23
日
、「
国
際
交
流

館
（
仮
称
）」
の
地
鎮
祭
が

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、
来

年
３
月
の
完
成
に
向
け
着

工
し
た
。
Ｊ
Ｒ
下
祇
園
駅

の
近
く
と
い
う
好
立
地
で

地
上
３
階
建
て
、
延
べ
面

積
１
，０
８
３
．０
８
㎡
。
交

換
留
学
生
用
寮
室
31
室
と
国

際
交
流
イ
ベ
ン
ト
等
が
可
能

な
交
流
室
を
設
置
す
る
予
定

だ
。

　

国
際
交
流
館
（
仮
称
）
の

完
成
に
よ
り
、
交
換
留
学
生

の
受
入
れ
が
拡
充
さ
れ
、
本

学
が
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
教
育
が
、
一
層
充
実

す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

平
成
28
年
12
月
に
完
成
し
た
日
本
最
大
級
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
モ
ン
ズ
「
明
徳
館
」
が
１
周
年
を
迎
え
た
。
６

号
館
方
面
と
つ
な
が
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
も
学
生
の
声
が
響
き
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
よ
り
一
層
活
気
あ
る
も
の
と

な
っ
た
。
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
備
え
た
「
明
徳
館
」
で
の
授
業
の
様
子
や
学
生
た
ち

の
学
ぶ
姿
勢
の
変
化
な
ど
、「
明
徳
館
」
活
用
の
魅
力
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
環
境
を
活
か
し
た

学
び
の
楽
し
さ
を
す
べ
て
の
学
生
に

�
～
学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
さ
ら
な
る
進
化
を
～

アカデミック・コモンズ「明徳館」の完成から１年

教育力のさらなる向上を目指して

国際交流館（仮称）（平成 30 年 3 月完成予定）

位
記
が
手
渡
さ

れ
た
。

　

式
辞
に
立
っ

た
小
谷
幸
生
学

長
は
、「
揺
れ

動
く
今
の
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、

そ
の
流
れ
に
翻

弄
さ
れ
な
い
よ

う
に
、
自
分
が

ど
の
よ
う
な
一

生
を
送
り
た
い

の
か
を
自
問
自

答
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ

し
て
、
働
く
目

的
が
、
単
に

﹃
ノ
ル
マ
を
こ

な
す
こ
と
﹄
や

﹃
カ
ネ
を
稼
ぐ

こ
と
﹄
に
止
ま
ら
ず
、
み
な
さ

ん
自
身
の
夢
や
志
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
本
学
の

教
職
員
は
卒
業
後
も
み
な
さ
ん

を
応
援
し
続
け
ま
す
。
く
じ
け

そ
う
に
な
っ
た
と
き
は
母
校
を

思
い
出
し
、
い
つ
で
も
訪
ね
て

来
て
く
だ
さ
い
。
広
経
大
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
大
切
な
一
員
な
の
で

す
か
ら
」
と
激
励
し
た
。

　

９
月
28
日
、
第
22
回
前
期
学

位
記
授
与
式
が
、
本
学
６
３
１

教
室
に
お
い
て
厳
粛
に
執
り
行

わ
れ
た
。

　

晴
れ
て
卒
業
の
日
を
迎
え
た

の
は
経
済
学
部
生
38
名
（
経
済

学
科
15
名
、
経
営
学
科
15
名
、

ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
５
名
、
メ

デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
１
名
、

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科
２
名
）で
、

教
職
員
と
保
護
者
が
見
守
る

中
、
一
人
ひ
と
り
学
長
か
ら
学

平
成
29
年
度
前
期 

学
位
記
授
与
式
挙
行

学位記を授与される卒業生

国
際
交
流
館（
仮
称
）着
工
へ

「
場
」
の
活
用
と
学
び
の
姿
勢
の
変
化

学
生
へ
の
周
知
で「
明
徳
館
」の
さ
ら
な
る
活
用
を

学
生
の
意
欲
を
引
き
出
す

イ
ベ
ン
ト
や
サ
ポ
ー
ト
も
多
数

学
生
た
ち
の
学
び
の

ス
タ
イ
ル
に
も
変
化

　

10
月
28
日
か
ら
11
月
12
日
ま

で
、
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
に
お

い
て
、
宗
教
改
革
五
百
年
記
念

展
「
ル
タ
ー
聖
書
と
活
版
印

刷
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
展
示

は
、
宗
教
改
革
５
０
０
年
を
記

念
し
て
、
本
学
が
所
蔵
す
る
稀

覯
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
知
の
系

譜
文
庫
」
の
中
か
ら
、
ル
タ
ー

訳
﹃
ド
イ
ツ
語
新
約
聖
書
﹄（
９

月
聖
書
）
を
は
じ
め
と
す
る
宗

教
関
係
書
と
、
同
時
代
に
刊
行

さ
れ
た
名
著
を
合
わ
せ
て
特
別

公
開
し
た
も
の
だ
。
期
間
中

１
，
２
９
４
名
が
会
場
を
訪
れ

た
。

公開された稀覯書

宗
教
改
革
五
百
年
記
念
展

「
ル
タ
ー
聖
書
と
活
版
印
刷
」
を
開
催

全面ガラス張りの部屋で授業が行われる（9・10 階 ディスカッションルーム）

ゼミ専用スペースで課題に取り組む様子 (2 ～ 4 階 スチューデントコモンズ )

オープンスペースのため通りがかった人も見ることができる
（７階 プレゼンテーションコート）

こあがリンクで学びを深める学生たち（８階 アクティブラーニングコモンズ）

２・3
面

社
会
で
活
躍
す
る
卒
業
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

４
面

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告
／
私
の
就
職
活
動
体
験
記

５
面

学
生
た
ち
に
よ
る
広
経
大
二
大
祭
典
／
随
想

６
面

平
成
30
年
度
推
薦
入
学
試
験
結
果
報
告
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卒業生
メッセージ
名を越える。社会のあらゆる分野で活躍する卒業生に、
力、そして在学生へのメッセージを聞いた。

職業／田舎タレント
経済学科 2015 年 3 月卒業
吉田　峻さん　広島県／広島工業大学高校出身

　広島県の湯来町上多田集落で
米作り（農業）を営みながら「田
舎タレント」としてテレビやラジ
オの出演、イベントの司会などを
しています。
　大学では「若い力で農村地域
を元気にしたい！」という思いで
ボランティア団体を立ち上げ、農
村地域の方々との交流や農業の
お手伝いなどをさせていただき
ました。地域の方の「涙がでる
ほど嬉しい」という言葉に心を打
たれ、本気でまちおこしに参画し
ようと決意。卒業後すぐに移住し、
自分で感じた田舎暮らしの魅力
や地域の情報を発信しています。
　大学で自分の思いにまっすぐ
に取り組んだことが、今の自分に
つながっています。

　卒業後４年目に税理士事務所を開

業しました。現在は税理士として顧

問先の税務の書類作成や相談を受け

るほか、経営分析や融資相談なども

行っています。顧問先の相談に真摯

に向き合い、信頼関係を築きながら

生涯にわたってお付き合いしていけ

る仕事にやりがいを感じています。

　税理士を目指したきっかけは、友

人に負けたくないという思いでした。

大学で本気で勉強に取り組み、在学

中に日商簿記１級を取得後、資格を

活かせる専門性の高い仕事に就きた

いと思い税理士試験に挑戦。ゼミの

先生にも応援していただき、税理士

試験に合格できました。大学での「本

気」が今の私の力になっています。

勤務先／田原昴税理士事務所

経営学科 2012 年 3 月卒業

広島経済大学大学院 2014 年 3 月修了
田原　昴さん

広島県／廿日市高校出身

　テレビ番組制作会社で全国版の
夕方の報道番組のディレクターを務
め、取材、編集、放送まですべてに
携わる仕事をしています。最前線で
取材し、今まさに目の前で起きてい
ることを伝えることは簡単なことで
はありません。しかし「自分で見た
ものや言葉を交わした多くの人々の
思いを伝えられるのは自分しかいな
い」と思い、使命感をもって仕事に
取り組んでいます。番組制作に必要
なコミュニケーション能力やへこた
れない取材力は、在学中に取り組ん
だラジオ番組「FMハムスター」の
制作で鍛えられました。広島経済大
学は「夢をかなえるジャンプ台」で
す。みなさんも夢に向かって挑戦し
てみてください。

勤務先／株式会社メディア・バスターズ
メディアビジネス学科 2012 年 3 月卒業

鈴木　崇義さん
広島県／広島商業（県立）高校出身

　現在は国内外のお客様のご宿泊
手配やご宿泊、滞在中に快適に過ご
していただけるための、お手伝いを
しております。
　大学では、半年間の海外留学を
経験して視野が広がり、留学前とは
価値観も大きく変わりました。そこ
で得た経験が、世界各国から訪れる
お客様に最高のサービスを提供する
ホテルの仕事にも役立っています。
　また、大学から応援団吹奏楽部に
入部し、楽器を始めたことも大きな
挑戦でした。神宮球場や東京ドーム
などで硬式野球部の応援演奏を経
験したほか、吹奏楽コンクールでは
銀賞を受賞しました。大学時代の多
くの挑戦が自分を成長させる力にな
り、今の私の自信になっています。

勤務先／株式会社ホテルオークラ神戸
経済学科 2013 年 3 月卒業

廣嶋　栞さん
鳥取県／倉吉東高校出身

　IT 分野に興味があった私にとっ
て、ビジネス情報学科の授業はとて
も有意義なものでした。IT 業界で
働く今も、大学で学んだ知識が活
かされています。技術の進化が早い
IT業界において、新しい情報を収集
し学び続けることは大変ですが、大
学での学びが支えとなり、向上心を
持って仕事に取り組むことができて
います。
　広島経済大学は充実した施設と学
生同士の交流の場がたくさんありま
す。また、私の卒業後には新たに明
徳館も完成したことで、さらに魅力
的なキャンパスになっています。大
学は様々な経験ができるチャンスの
場です。限られた時間で楽しいキャ
ンパスライフにしましょう！

勤務先／ キヤノンシステムアンド
 サポート株式会社

ビジネス情報学科 2016 年 3 月卒業
髙石　翼さん

愛媛県／新居浜東高校出身

　中学生の頃からの夢を叶え、

中学校の社会科教員になりま

した。大学では、切磋琢磨しな

がら成長できる友人や尊敬でき

る先生方に出会うことができま

した。授業では、教育者として

の基礎を熱心に教えていただい

たこと、ゼミでは、仲間と大学

祭の模擬店やスポーツ大会など

に参加したことなど、楽しい思

い出が数えきれないほどありま

す。授業やゼミ、サークル活動

などすべてに全力を注いだ大学

生活のなかでムダなことは何ひ

とつなかったと胸を張って言え

ます。大学での人との出会いや

何事にも全力を注いだ経験は、

教師として生徒たちの成長をサ

ポートしていくなかでも活かし

ていきたいと思います。

勤務先／安芸高田市立吉田中学校

経済学科 2017 年 3 月卒業
谷本　翔馬さん

広島県／高陽東高校出身

　ゆめタウン廿日市の支配人と
して、お客様の満足度の向上と
従業員の働きやすい環境づくり
に力を注いでいます。
　大学時代も今も、大切にして
いることは「人の大切さと協力」
です。学生寮での生活を通して、
思いやりの気持ちと先輩・後輩
との絆を深めることができまし
た。これは、仕事においてもお
客様や従業員を思い、仕事の質
を高める力になっています。人
は仕事を通して「本物」になれ
ると思います。大学生活はその
道に続く確かな基礎を築いてく
れる場所でした。みなさんも恐
れず挑戦し、たくさんの人と出
会い、知識を吸収して自分の道
を切り拓いてください。

勤務先／ 株式会社イズミ
経済学科 1987 年 3 月卒業

沼本　真輔さん
広島県／大門高校出身

勤務先／株式会社広島東洋カープ
スポーツ経営学科 2016 年 3 月卒業

吉中　友理絵さん
広島県／呉宮原高校出身

　広島東洋カープのファンク
ラブの運営や、試合日にマツ
ダスタジアム内で行うイベン
トの企画、サポートを担当し
ています。
　大学では「スポーツによる
地域活性化プロジェクト」の
活動に力を注ぎました。多く
の人にスポーツ観戦に来てい
ただくための企画を考え、地
域の方々にスポーツに親しん
でもらうイベントなども開催
しました。その中で鍛えられ
た企画力やイベント運営の経
験が現在の仕事に活かされて
います。
　広島経済大学は、やる気が
あれば何にでも挑戦できる大
学です。いろいろなことに挑
戦し、将来の選択肢を広げて
ください。

開学50周年記念企画
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活躍する
からの

開学 50 周年を迎えた本学の卒業生数は、約 3 万 5,000
大学で過ごした日々の思い出や現在に活かされている

　警察庁から防犯指導の分野では全
国初の「広域技能指導官」を拝命し、
全国の警察官の指導育成に努めてい
ます。また、広島県警察の「減らそ
う犯罪情報官」として、県民のみな
さんが犯罪被害に遭わないようにテ
レビやラジオ等での情報発信にも取
り組んでいます。
　母校では、後輩のみなさんが「子
ども達を守ろうプロジェクト」を立
ち上げ、登下校時の子どもたちの
見守り活動や防犯イベントの開催な
ど、地域に根ざした活動に取り組ん
でおり、大変誇りに思っています。
地道な活動ですが、学生たちが子ど
もたちの憧れの存在となっているこ
とでしょう。これからもこの活動の
タスキをつないでほしいと思ってい
ます。

勤務先／広島県警察本部
経済学科1980年3月卒業

佐藤　百實さん
広島県／広島工業大学附属広島高校出身

（現・広島なぎさ高校）

　主にスポーツ施設の管理・運営や
スポーツスクールの運営を担当して
います。スポーツスクールでは、幼
児から小学生を対象に陸上競技や体
操の指導を行っており、スポーツの
楽しさを伝えています。
　在学中は陸上競技部で活動し、元
オリンピック選手の松田亮先生に指
導していただきました。選手として
も指導者としても尊敬できる先生に
出会うことができ、そこで培った経
験のすべてが今に活かされています。
充実した大学生活に大切なことは、
目標を見失わずに努力し、「楽しむ」
ことです。何事も楽しめなければ本
気になれません。みなさんも、大学
生活を思い切り楽しんでください。

勤務先／	ミズノスポーツ	
	 サービス株式会社
スポーツ経営学科2016年3月卒業

和田木　湧さん
広島県／広島工業大学高校出身

　コンサルティングアドバイ
ザーとしてお客様の年齢やラ
イフプランに寄りそった資産
運用のご提案をしています。
　大学では「インドネシア国
際貢献プロジェクト」で活動
をしていました。そのなかで、
相手のニーズに寄り添い、未
来のためによりよい方法を考
え抜く姿勢を学びました。今
ではその力がお客様と接する
際に活かされています。４年間
で広い視野を養うために大学
生だからこそできる経験をた
くさんしてください。その経験
が社会に出たとき、必ず自分
の自信や強みになります。

勤務先／株式会社広島銀行
経済学科2014年3月卒業
西岡	絵里佳さん
広島県／広島皆実高校出身

　大学で「ストリーミングによる

放送事業は成功するか」をテー

マに研究に取り組んだことが通信

業界を目指す大きなきっかけにな

りました。ゼミでは、テーマの探

究を通して「仲間と議論し、自分

の考えを整理・ブラッシュアップ

していく力」、「客観的かつ論理的

な文章表現力」を徹底的に鍛え

られました。
　現在の仕事においても、仲間と

協力して取り組むプロジェクトが

あり、互いに協力して課題を解決

していくプロセスのなかで、大学

での学びと経験が活かされてい

ます。多くの人と関わりを持つこ

とが、新しい情報に触れ、新たな

自分に気づき成長できるきっかけ

になると思います。

勤務先／NTTコミュニケーションズ株式会社

ビジネス情報学科2007年3月卒業
齋ヶ原　祐司さん

島根県／浜田商業高校出身

　大正 12 年創業のかまぼこ店の四

代目代表取締役です。看板商品であ

る「あなご竹輪」をはじめ、かまぼ

この製造販売を多角的に展開してい

ます。
　大学では放送部に所属し、チーム

ワークや目標に向かう強い気持ちの

大切さを学びました。どちらかと言

うとネガティブ思考だった自分が、

物事をポジティブに捉え行動できる

ようになったのは、大学で出会った

仲間たちのおかげです。
　逆境は自分を成長させる力になり

ます。失敗を恐れたり過去を悔やん

だりするよりも、目の前の課題に全

力を尽くし、強い気持ちで前に進む

ことが目標達成への近道だと思いま

す。みなさんも頑張ってください。

勤務先／株式会社出野水産

経済学科1984年3月卒業
出野　保志さん

広島県／廿日市高校出身

　消防士として火災が起きた際に出
動するだけでなく、建物の安全確保
のための防火設備などを確認する火
災予防業務なども担当しています。
消防の仕事には、消防・救急・救助・
予防などの部署があり、日々学びと
鍛錬の連続です。仕事を通して誰か
の役に立っている、困っている人を
救えると実感できることも多く、と
てもやりがいを感じています。
　大学の就職支援では、多くのこと
に目を向ける機会をいただきました。
自分にとって天職と思える仕事に就
くことができたのも、大学の手厚い
サポートや豊かな学び、そして女子
バスケットボール部の仲間との出会
いがあったからだと思っています。

勤務先／尾道市消防局
経営学科2011年3月卒業

規井　希望さん
広島県／広島商業（県立）高校出身

※インタビュー内容は全て取材当時のものです。仕事内容等変更となっている場合がございますがご了承ください。

　 大 学 で 最 高
の仲間に出会え
たことが、自分
にとって大きな
財産になってい
ます。硬式野球
部の練習を通し
て 身 体 が 鍛 え
られ、ボールを
遠くに飛ばす力
も飛躍的に伸びました。また、プロ野球
で活躍された監督に指導いただくなかで、
本気でプロ野球選手を目指そうと思うよ
うになりました。
　プロ野球選手として最高のパフォーマ
ンスを発揮し続けていけるよう全力を尽
くし、自分のプレーでお世話になった方々
に恩返しをしていきたいと思っています。
　大学の 4 年間はあっという間です。後
輩のみなさんにも、将来なりたい自分を
思い描き、挑戦し、自分の道を切り拓い
てほしいと思っています。

所属先／福岡ソフトバンクホークス
経営学科2011年3月卒業
柳田　悠岐選手　広島県／広島商業（県立）高校出身

　大学のゼミでは自主レーベ

ルを立ち上げました。アーティ

ストの発掘からＣＤ発売まです

べてを経験し、当時の新聞に

も取り上げられました。学外の

有名スタジオでレコーディン

グを行い、ＣＤジャケットのデ

ザインも自分たちで作成。販

売店やラジオ番組に売り込み、

１枚のＣＤを世に出す苦労や楽

しさを実感できました。こうし

た貴重な経験が自分の強みに

なり、レコード会社へ就職する

力になりました。
　広島経済大学には、メディ

アビジネスを学ぶ素晴らしい

施設・設備・環境が整ってい

ます。受け身ではもったいな

い！ どんどん活用して、みな

さんも夢を叶えてください。

勤務先／	株式会社テイチク
	 エンタテインメント

メディアビジネス学科2008年3月卒業

森田　和昭さん　広島県／崇徳高校出身

（C）SoftBank HAWKS

社会で
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１
１
７
名
が
来
場
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ
（
国

内
）
で
は
、
35
の
企
業
団
体
で

研
修
を
行
っ
た
２
年
次
生
36
名

の
学
生
た
ち
が
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
の
学

び
や
今
後
の
学
生
生
活

に
ど
う
活
か
す
か
な
ど

を
報
告
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

Ⅱ
（
海
外
）
で
は
、
学

内
の
書
類
審
査
と
英
語

の
面
接
を
ク
リ
ア
し
た

４
名
の
学
生
た
ち
が
、

ア
メ
リ
カ
と
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
そ
れ
ぞ
れ
約
３
～

４
週
間
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
（
ア
メ
リ
カ

は
企
業
調
査
研
究
）
を

行
っ
た
。
現
地
で
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
英
語
で

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
資
料
作
り
な
ど
も

学
び
や
成
果
を
よ
り
深
め
る
た

め
に
、
履
修
し
た
学
生
全
員
が

発
表
を
行
い
、
当
日
は
学
生
、

教
職
員
、研
修
先
企
業
の
方
々
、

　

就
職
に
つ
い
て

真
剣
に
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
の

は
２
年
次
か
ら
で

す
。
人
の
役
に
立

つ
仕
事
に
就
き
た

い
と
思
っ
た
こ
と

と
、
人
々
の
安
全

を
守
る
警
察
官
に

憧
れ
が
あ
り
、
本

気
で
目
指
そ
う
と

決
め
ま
し
た
。

　

公
務
員
試
験
に

向
け
た
勉
強
を
始
め
た
の
は
、

３
年
次
の
春
か
ら
で
す
。
そ
れ

ま
で
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
っ
て

い
ま
し
た
が
、
警
察
官
に
な
る

夢
に
向
か
っ
て
全
力
を
注
ぐ
た

め
部
活
を
引
退
。
大
学
の
「
公

務
員
養
成
講
座
」
を
受
講
し
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
勉
強
を
両
立
し

ま
し
た
。

　

試
験
勉
強
で
最
も
苦
労
し
た

こ
と
は
、
教
養
試
験
の
対
策
で

す
。
問
題
集
に
毎
日
コ
ツ
コ
ツ

取
り
組
む
こ
と
は
と
て
も
大
変

で
し
た
が
、
大
学
で
同
じ
目
標

を
持
っ
た
仲
間
と
出
会
い
、
励

ま
し
合
え
た
こ
と
が
頑
張
る
力

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
公
務
員

試
験
の
情
報
収
集
や
面
接
対
策

な
ど
、
一
人
で
は
対
策
が
難

し
い
と
こ
ろ
も
し
っ
か
り
と
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
。
安
心
し
て

公
務
員
試
験
に
臨
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
卒
業
後
に
備
え
て

法
律
の
勉
強
に
も
力
を
注
い

で
い
ま
す
。
今
後
も
学
び
続

け
、
警
察
官
と
し
て
の
誇
り
を

持
ち
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

内
定
先
企
業
の
仕
事
に
興
味

を
も
っ
た
の
は
、
２
年
次
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
社

員
の
方
々
が
情
熱
を
注
い
で
働

く
姿
が
印
象
的
で
、
番
組
制
作

の
魅
力
を
実
感
。
あ
の
と
き
の

「
私
も
こ
ん
な
番
組
を
制
作
し

た
い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
を

就
職
活
動
で
も
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　

４
年
次
の
ゼ
ミ
で
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
制
作
し
た

経
験
も
、
テ
レ
ビ
業
界
を
目
指

す
う
え
で
大
き
な
自
信
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
作
品
作
り
を

通
し
て
協
調
性
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
磨
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
を
始

め
た
頃
は
、
営
業

職
を
目
指
し
て
お

り
、
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
進
ま
ず

に
落
ち
込
む
日
々

が
続
い
て
い
ま
し

た
。そ
ん
な
と
き
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
か
ら
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
自
分
が
目

指
し
た
い
仕
事
に

つ
い
て
考
え
直
す

大
切
な
機
会
を
も

ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
悩
ん
だ
と
き
は
、
個
別

相
談
で
力
強
い
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、
勇
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。
履
歴
書
の
書
き
方
や
自

己
分
析
で
は
、
職
員
の
方
が
履

歴
書
を
見
な
が
ら
私
の
今
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
質
問

形
式
で
引
き
出
し
て
く
れ
、
自

分
の
強
み
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
挑
戦
し
続
け
、
自
分
を
鍛

え
て
い
き
、
広
島
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
番
組
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

卒
業
後
は
地
元
の
福
岡
県
で

働
き
た
い
と
考
え
、
就
職
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
内
定
先

企
業
を
志
望
し
た
の
は
、
旅
客

鉄
道
事
業
だ
け
で
な
く
旅
行
や

広
告
、
金
融
、
保
育
な
ど
幅
広

い
事
業
を
展
開
し
、
地
域
に
密

着
し
て
町
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
た
か
ら

で
す
。

　

面
接
で
は
、
大
学
で
一
番
力

を
注
い
だ
硬
式
野
球
部
で
の
経

験
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
プ

ロ
野
球
選
手
を
多
数
輩
出
し
て

き
た
レ
ベ
ル
の
高

い
チ
ー
ム
の
中
で

レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
獲

得
す
る
こ
と
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
試

合
で
チ
ー
ム
の
勝

利
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
強
い
気
持

ち
で
３
年
次
の
冬

に
今
ま
で
以
上
の

猛
練
習
に
打
ち
込

み
、
４
年
次
に
レ

ギ
ュ
ラ
ー
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
就
職
活

動
の
選
考
時
期
と
野
球
の
リ
ー

グ
戦
の
時
期
が
重
な
り
、
練
習

と
就
職
活
動
を
両
立
し
て
い
く

こ
と
が
と
て
も
大
変
で
し
た
。

そ
れ
で
も
希
望
の
進
路
を
実
現

で
き
た
の
は
、
野
球
を
通
し
て

培
っ
た
集
中
力
や
努
力
、
あ
き

ら
め
な
い
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

　

何
事
も
目
標
を
持
ち
、
そ
れ

に
向
か
っ
て
あ
き
ら
め
ず
に
全

力
で
取
り
組
ん
だ
大
学
で
の
経

験
を
今
後
の
仕
事
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

企
業
や
公
共
機
関
な
ど
で
就
業
体
験
に
取
り
組
む
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
将
来
を
見
据
え
て
自
分
を
磨
こ
う
と
、
今
年
度
も
多
く
の
学
生
が
参

加
し
た
。
充
実
し
た
体
験
を
し
た
３
名
の
学
生
に
よ
る
研
修
報
告
を
紹
介
す
る
。

挑
戦
と
成
長
の
日
々

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
報
告

スポーツ経営学科４年　田中　大介さん
福岡県／自由ケ丘高校出身

メディアビジネス学科４年　松井　悠里花さん
広島県／広陵高校出身

す
べ
て
に
全
力
投
球

就
職
先
　�

九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

強
い
気
持
ち
が
挑
戦
の
糧
に

就
職
先
　�

ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
映
像
株
式
会
社

経済学科４年　三島　隼斗さん
島根県／石見智翠館高校出身

仲
間
と
励
ま
し
合
い
、
夢
実
現

就
職
先
　�

警
視
庁
警
察
官

プレゼンテーションコートで行われた報告会の様子（海外）

来場者を前に発表をする学生（国内）

　

10
月
26
日
、
明
徳
館
に
お
い

て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ
（
国

内
）・
Ⅱ
（
海
外
）
の
報
告
会

が
開
催
さ
れ
た
。
研
修
で
得
た

盛
り
込
ま
れ
、
海
外
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
語

学
力
も
鍛
え
ら
れ
た
こ
と
を
報

告
し
た
。

　

報
告
会
を
終
え
来
場
者
か
ら

は
、｢

自
分
の
言
葉
で
伝
え
よ

う
と
す
る
姿
に
好
感
が
も
て

た｣
｢

誠
実
に
自
分
と
向
き
合

い
成
長
し
た
姿
に
感
動
し
た｣

な
ど
好
評
を
得
た
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た
学
生
た

ち
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。

　

父
親
が
金
融
機
関
で
働
い
て

い
る
こ
と
か
ら
金
融
の
仕
事
に

興
味
を
持
ち
、
地
元
の
株
式
会

社
広
島
銀
行
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

実
際
の
機
械
を
使
っ
て
お
客

様
の
通
帳
を
作
成
す
る
行
程
を

学
ん
だ
り
、
札
勘
練
習
を
し
た

り
す
る
な
ど
、
銀
行
業
務
な
ら 研

修
先
／
株
式
会
社
広
島
銀
行

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅰ（
国
内
）●

企
業
の
方
の
言
葉
に

働
く
意
義
を
実
感

で
は
の
貴
重
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
本
店
見
学

の
際
に
は
、
人
事
の
方

や
入
社
２
年
目
の
行
員

の
方
に
、
仕
事
の
や
り

が
い
や
求
め
る
人
材
像
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、「
自

燃
性
の
人
に
な
れ
」
と
い
う
言

葉
で
す
。「
自
燃
性
の
人
」と
は
、

自
ら
行
動
し
、
周
囲
を
巻
き
込

み
な
が
ら
仕
事
を
行
う
人
の
こ

と
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
期
間
中
、
常
に
こ
の
言
葉
を

意
識
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

な
か
で
も
自
分
か
ら
積
極
的
に

発
言
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し

た
。
意
見
が
異
な
る
相
手
と
は

何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
る
努

力
を
し
た
こ
と
で
グ
ル
ー
プ
の

団
結
力
が
生
ま
れ
、
大
き
な
達

成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験

し
た
こ
と
で
、
金
融
業
界
へ
の

興
味
が
深
ま
っ
た
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
仕
事
に
も

関
心
が
広
が
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
の
経
験
を
就
職
活
動
に
活
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

経済学科２年
成末　彬人さん

広島県／三原高校出身

　

２
年
次
の
早
い
時
期
か
ら
、

将
来
を
見
据
え
て
働
く
こ
と

を
経
験
し
た
い
と
思
い
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
挑
戦
し
ま

研
修
先
／
株
式
会
社
ミ
ズ
ノ�

広
島
営
業
所

●
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
Ⅱ
●

将
来
の
夢
が
よ
り

明
確
に

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー

カ
ー
の
仕
事
に
興
味
が

あ
り
、
な
か
で
も
大
好

き
な
野
球
と
つ
な
が
り

が
深
い
株
式
会
社
ミ
ズ

ノ
で
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

５
日
間
の
研
修
で
は
、
公
共

と
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
訪

ね
て
運
営
な
ど
の
違
い
を
学
ん

だ
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
の

受
付
、
清
掃
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室

の
準
備
な
ど
も
経
験
し
ま
し

た
。
ま
た
、
プ
ロ
野
球
選
手
へ

の
用
具
の
納
品
に
も
同
行
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
日
常
の
ス
ポ
ー

ツ
か
ら
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界

ま
で
幅
広
く
携
わ
る
仕
事
の
楽

し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

研
修
前
は
、
就
職
ま
で
「
ま

だ
２
年
あ
る
」
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
研
修
を
通
し
て
自
分

に
足
り
な
い
も
の
や
将
来
の
方

向
性
を
本
気
で
考
え
る
よ
う

に
な
り
、「
も
う
２
年
し
か
な

い
」
と
気
持
ち
を
引
き
締
め
て

大
学
生
活
を
過
ご
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
研
修
の
な
か
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

必
要
性
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
仕
事
に
就

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
よ
り

強
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
目
標

に
向
か
っ
て
今
か
ら
し
っ
か
り

準
備
し
、
３
年
次
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
も
挑
戦
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

スポーツ経営学科２年
神殿　雄大さん

広島県／福山明王台高校出身

　

約
３
週
間
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
渡

航
し
、
日
本
企
業
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
進
出
を
支
援
す
る
フ
ォ
ー

バ
ル 

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
研
修
を
希

望
し
た
の
は
、
興
動
館
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
国

際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活

動
が
き
っ
か
け
で
す
。
訪
れ
る

た
び
に
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い

く
街
並
み
を
見
る
な
か
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
異
な
る
視
点

で
現
地
の
経
済
と
社
会
に
つ
い

て
学
び
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
を

養
い
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

研
修
先
で
は
、
日
系
企
業
へ

の
就
職
希
望
者
の
面
接
の
様
子

を
見
学
し
、
現
地
従
業
員
に
向

け
た
人
材
研
修
に
も
参
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
人
材
募
集
の
動

画
や
人
材
研
修
サ
ー
ビ
ス
を
宣

伝
す
る
動
画
の
製
作
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

人
材
研
修
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介

す
る
動
画
の
製
作
で
は
、
英
語

で
書
か
れ
た
研
修
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
翻
訳
し
、
５
つ
の
研
修
内
容

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
ま
し
た
。
人
材
研
修
で

研
修
先
／
フ
ォ
ー
バ
ル�

カ
ン
ボ
ジ
ア

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅱ（
海
外
）●

海
外
で
働
く
た
め
の

力
を
磨
い
た
３
週
間

ト
レ
ー
ナ
ー
を
務
め
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
人
の
社
員

の
方
々
と
英
語
を
使
っ

て
何
度
も
話
し
合
い
を

重
ね
て
作
り
上
げ
た
こ

と
で
、
自
分
も
チ
ー
ム

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を

感
じ
、
仕
事
の
楽
し
さ
を
実
感

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
慣
れ
な

い
英
語
を
駆
使
し
な
が
ら
も
納

得
の
い
く
動
画
が
完
成
し
、
大

き
な
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
海
外
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
自
分
の
可

能
性
を
試
す
大
き
な
挑
戦
で
し

た
。
勇
気
を
出
し
て
一
歩
踏
み

出
し
た
こ
と
で
、
夢
を
叶
え
る

た
め
に
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題

も
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
拠

点
が
あ
る
日
系
企
業
で
働
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
現
在
は
英
語
力
の
向
上

と
、
ア
ジ
ア
の
経
済
や
文
化
に

関
す
る
勉
強
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
夢
に
向

か
っ
て
挑
戦
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

カンボジアで研修をする谷川さん（左）

メディアビジネス学科３年
谷川　飛馬さん

広島県／広島県瀬戸内高校出身

　 

私
の

就
職
活
動
体
験
記
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幼
い
こ
ろ
の
記
憶
と
過
去
へ

の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
が
時
と
し
て

未
来
へ
の
可
能
性
を
生
む
こ
と

は
、
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

の
受
賞
者
、
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ

ロ
の
作
品
を
見
て
も
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
数
年
、
見
様
見

真
似
で
取
り
組
ん
で
き
た
建
築

文
化
財
（
通
常
は
有
形
文
化
財

と
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
）
に
対

す
る
思
索
の
過
程
で
も
、
固
有

の
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

媒
介
と
し
た
同
様
の
事
例
を
多

く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

日
本
と
台
湾
の
建
築
文
化
財

を
つ
な
ぐ
存
在
と
し
て
ま
ず

挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
東
京
駅
の

設
計
者
（
武
雄
温
泉
竜
宮
門

も
！
）、
佐
賀
県
出
身
の
辰
野

金
吾
で
あ
る
が
、
一
般
に
辰
野

式
と
呼
ば
れ
る
赤
煉
瓦
の
風
貌

は
、
台
湾
で
今
も
現
役
で
活
躍

す
る
台
湾
総
統
府
の
煉
瓦
様
式

と
相
似
す
る
。
両
者
は
ま
た
日

台
を
つ
な
ぐ「
歴
史
的
建
築
物
」

の
象
徴
的
存
在
と
も
な
っ
て
い

る
。
こ
の
辰
野
が
工
部
大
学

校
（
現
在
の
東
京
大
学
）
で
師

事
し
た
英
国
人
ジ
ョ
サ
イ
ア
・

コ
ン
ド
ル
は
、
丸
の
内
の
三
菱

一
号
館
の
設
計
等
で
知
ら
れ
る

が
、
日
本
文
化
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
日
本
画
の
奇
才
河
鍋
暁
斎

に
弟
子
入
り
し
た
こ
と
で
も
有

名
で
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
風
赤
煉

瓦
の
住
宅
で
産
声
を
上
げ
た
コ

ン
ド
ル
は
、
英
国
様
式
の
建
築

物
を
日
本
に
持
ち
込
み
、
そ
の

影
響
は
辰
野
と
そ
の
薫
陶
を
受

け
た
門
下
生
を
通
じ
当
時
日
本

の
領
土
で
あ
っ
た
台
湾
に
も
た

ら
さ
れ
た
。
建
築
物
を
介
し
た

文
化
の
連
鎖
は
時
を
経
て
様
々

な
化
学
変
化
を
生
じ
る
こ
と
と

な
る
。

　

日
本
統
治
初
期
、
台
湾
固
有

の
文
化
に
一
早
く
着
目
し
た
の

は
、
第
４
代
台
湾
総
督
児
玉
源

太
郎
に
見
出
さ
れ
た
後
藤
新
平

民
政
局
長
（
後
に
民
政
長
官
）

で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
後
藤

が
児
玉
に
見
出
さ
れ
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
日
清
戦
争

後
の
似
島
で
の
検
疫
業
務
に
よ

る
傑
出
し
た
業
績
で
あ
っ
た
と

い
う
。
そ
の
後
、
後
藤
に
よ
り

台
湾
の
旧
慣
調
査
を
嘱
託
さ
れ

た
の
が
、
京
都
帝
国
大
学
法
学

部
の
岡
松
参
太
郎
で
あ
っ
た
。

当
時
台
湾
の
旧
慣
に
よ
る
法
制

度
の
確
立
を
目
指
し
た
岡
松
の

野
心
は
最
終
的
に
頓
挫
す
る
も

の
の
、
彼
が
残
し
た
業
績
も
ま

た
、
台
湾
の
法
文
化
を
記
し
た

一
級
資
料
と
し
て
揺
る
ぎ
よ
う

の
な
い
価
値
を
も
つ
。

　

戦
後
の
台
湾
は
、
孫
文
の
興

し
た
中
華
民
国
と
の
相
克
の

中
で
、
自
ら
の
文
化
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
育
ん
で
い
っ
た

文
化
繚
乱
の
時
代

が
、「
歴
史
的
建
築
物
」
を
中

心
と
し
た
都
市
形
成
を
目
指
す

中
で
、
今
ま
た
自
ら
の
歴
史
と

対
峙
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。
日
本
統
治
期

に
建
て
ら
れ
た
数
々
の
建
築
物

に
よ
っ
て
、
コ
ン
ド
ル
か
ら
辰

野
、
そ
の
門
下
生
へ
と
伝
え
ら

れ
た
学
知
は
、
台
湾
独
自
の
文

化
と
と
も
に
、
今
や
台
湾
の
文

化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
角

に
再
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
学
知
の
根
源
が
、
各
々

の
固
有
の
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
根
ざ
し
て
い
る
点
に
注

目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
自
ら

の
一
部
を
見
い
だ
せ
る
場
所
、

誰
も
が
日
々
そ
の
よ
う
な
仮
想

の
場
所
を
思
い
描
き
な
が
ら
人

生
を
紡
ぎ
続
け
て
い
る
も
の
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

（
教
授　

民
法
Ⅰ
・
Ⅱ
、
法
学

入
門
、
法
学
Ⅰ　

ほ
か
）

教養教育部　宮畑　加奈子　教授

　

ゼ
ミ
の
授
業
に
は
い
つ
も

「
明
る
く
お
お
ら
か
に
」
を
自

分
に
言
い
聞
か
せ
、
臨
む
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

濱
口
ゼ
ミ
の
目
標
は
と
て
も

高
く
、「
広
い
視
野
と
奥
深
い

教
養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」だ
。

こ
れ
ら
の
目
標
は
人
生
を
通
じ

て
の
こ
と
だ
と
は
思
う
が
、
限

ら
れ
た
ゼ
ミ
の
時
間
に
お
い
て

少
し
で
も
そ
の
き
っ
か
け
が
作

れ
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
だ
。

　

と
い
う
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ

ジ
ネ
ス
の
世
界
で
将
来
リ
ー

ダ
ー
を
目
指
す
に
は
こ
れ
ら
２

つ
の
目
標
が
必
要
不
可
欠
だ
か

ら
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
が
我
々
の
あ

ま
り
に
身
近

な
存
在
で
あ

る
た
め
に
、

ス
ポ
ー
ツ
の

世
界
を
簡
単

に
考
え
て
し

ま
い
が
ち
だ

が
、
実
は
ス

ポ
ー
ツ
ビ
ジ

ネ
ス
の
世
界

に
は
政
治
・

経
済
・
文
化
・

宗
教
・
歴

史
・
地
理
な

ど
様
々
な
事
柄
が
関
わ
っ
て
く

る
。
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
面
で
は
、
英
語
を
中
心
と
す

る
高
い
語
学
力
が
求
め
ら
れ

る
。

　

で
は
次
に
、
私
の
ゼ
ミ
の
授

業
内
容
を
具
体
的
に
紹
介
す

る
。

　

毎
回
授
業
で
ま
ず
行
う
こ
と

は
、
世
界
中
の
重
要
な
ニ
ュ
ー

ス
の
紹
介
と
、
そ
の
背
景
解
説

だ
。
さ
ら
に
は
宗
教
問
題
、
環

境
問
題
、
難
民
問
題
、
な
ど
現

在
世
界
が
直
面
す
る
大
き
な
問

題
に
つ
い
て
も
解
説
を
し
、
ゼ

ミ
生
た
ち
に
そ
れ
を
意
識
し

て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
る
。
ま
た

こ
れ
ま
で
１
０
０

以
上
の
国
を
訪
問

し
て
き
た
経
験
を

元
に
世
界
各
国
、

各
地
域
の
様
々
な

話
、
私
自
身
の
体

験
談
な
ど
を
紹
介
。

従
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

の
話
は
毎
回
話
す

わ
け
で
は
な
い
。

座
学
よ
り
は
む
し

ろ
様
々
な
こ
と
を

体
験
す
る
と
い
う
意
味
合
い
か

ら
、
名
画
鑑
賞
、
美
術
館
訪
問
、

ス
ポ
ー
ツ
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
訪

問
、
さ
ら
に
は
国
際
的
な
サ
ッ

カ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
も
実
行
し
て
い

る
。
ま
た
半
期
に
一
度
は
親
睦

も
兼
ね
て
み
ん
な
で
エ
ス
ニ
ッ

ク
料
理
を
食
べ
に
行
く
。（
タ

イ
料
理
、
ト
ル
コ
料
理
、
ス
ペ

イ
ン
料
理
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
料
理
な
ど
）
ま

た
、
４
年
次
生
の
卒
業
直
前
の

時
期
に
は
有
志
で
２
泊
３
日
の

グ
ア
ム
へ
の
卒
業
旅
行
を
実
施

し
て
い
る
。

　

い
つ
も
ゼ
ミ
生
た
ち
に
伝
え

て
い
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

Think Big , Keep your 
Dream!

（
教
授　

イ
ベ
ン
ト
論
、ス
ポ
ー

ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
、
演
習

Ⅰ
・
Ⅱ
、
卒
業
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ　

ほ
か
）

スポーツ経営学科
濱口 博行 教授
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『Think Big, Keep your Dream!』

オープニングでよさこいを披露するダンス部 賑わいをみせる模擬店

恒例の福まき来場者と作り上げた手形アート

サ
ー
ク
ル
戦
績

場【８
０
０
㍍
男
子
】
濱
松
海
斗

【
８
０
０
㍍
女
子
】
室
町
真
希

【
１
０
０
０
０
㍍
男
子
】
大
下

浩
平
【
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
男

子
】
石
本
惣
一
朗

▽
第
29
回
出
雲
全
日
本
大
学
選

抜
駅
伝
競
走
出
場
（
14
位　

２

時
間
22
分
10
秒
）

▽
秩
父
宮
賜
杯
第
49
回
全
日
本

大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
出

場（
20
位　

５
時
間
33
分
44
秒
）

○
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

▽
高
松
宮
記
念
杯　

男
子
第
60

回
・
女
子
第
53
回
平
成
29
年
度

全
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
出
場

○
空
手
道
部

▽
第
61
回
全
日
本
大
学
空
手
道

選
手
権
大
会
出
場

○
陸
上
競
技
部

▽
天
皇
賜
盃
第
86
回
日
本
学
生

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
出

学
生
た
ち
に
よ
る  

広
経
大
二
大
祭
典

の
学
生
た
ち
が
、
日
本
が
抱
え

る
沖
縄
の
問
題
と
多
く
の
人
の

平
和
へ
の
想
い
を
つ
な
い
だ
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
、「
眼

差
し 

ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
沖
縄
へ
」

が
第
37
回
「
地
方
の
時
代
」
映

像
祭
２
０
１
７
（
市
民
・
学
生
・

自
治
体
部
門
）
に
お
い
て
、「
優

秀
賞
」
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、

同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
藤
本
益
之
介

さ
ん
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
学

科
４
年
・
広
島
県
／
広
島
観
音

高
校
出
身
）
他
３
名
の
作
品
、

中
国
残
留
邦
人
の
経
験
や
現
在

の
生
活
を
あ
り
の
ま
ま
に
伝
え

た
「
私
は
日
本
人
で
す　

鷹
一

さ
ん
と
二
人
の
お
婆
ち
ゃ
ん
の

場
合
」
が
「
奨
励
賞
」
を
受
賞

し
、
２
作
品
と
も
受
賞
と
い
う

快
挙
と
な
っ
た
。

　

徳
永
教
授
は
「
心
の
奥
底
に

あ
る
葛
藤
や
悩
み
に
寄
り
添
う

こ
と
で
社
会
の
矛
盾
が
見
え
て

く
る
。仲
間
と
共
に
考
え
、じ
っ

く
り
と
取
材
対
象
者
と
向
き

合
う
こ
と
で
、
謙
虚
な
心
を
持

ち
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
」
と
学
生
た
ち
の
受
賞
を

喜
ん
だ
。

　

徳
永
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
三
上
奈

津
希
さ
ん
（
メ
デ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
学
科
４
年
・
広
島
県
／
広
島

県
瀬
戸
内
高
校
出
身
）
他
３
名

　

12
月
２
日
、
筑
波
大
学
東
京

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
本
学
ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
内
海
和
雄
教

授
が
、
日
本
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

政
策
学
会 

第
27
回
学
会
大
会

で
学
会
初
の
「
学
会
賞
」
を
受

賞
し
た
。
こ
の
賞
は
２
０
１
５

年
に
広
島
経
済
大
学
研
究
双
書

と
し
て
発
刊
さ
れ
た
内
海
和
雄

著
﹃
ス
ポ
ー
ツ
と
人
権
・
福
祉

～
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」
の
処

方
箋
～
﹄
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

表彰式に出席した受賞者らと徳永教授

表彰状を手にする内海教授

「
地
方
の
時
代
」映
像
祭
２
０
１
７

「
優
秀
賞
」・「
奨
励
賞
」を
受
賞

ス
ポ
ー
ツ
経
営
学
科

内
海
教
授
が

「
学
会
賞
」を
受
賞

子
ど
も
達
を
守
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰

「
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
奨
励
賞
」を
受
賞

　

興
動
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
子
ど
も
達
を
守

ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
平

成
29
年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰

「
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　
「
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
奨
励
賞
」
と
は
、
子
ど
も

の
安
心
・
安
全
な
学
校
教
育
活

動
に
貢
献
す
る
優
れ
た
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。

　
「
子
ど
も
達
を
守
ろ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
平
成
18
年
４

月
１
日
の
発
足
以
来
、
広
島
市

立
祇
園
小
学
校
に
お
い
て
、
年

間
約
２
０
０
日
の
ガ
ー
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
12
年
間
継
続

し
て
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
未
就
学
児

対
象
の
防
犯
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
下

校
時
見
守
り
活
動
も
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
26
年
８
月
豪

雨
に
よ
る
広
島
市
の
土
砂
災
害

を
受
け
て
、
被
害
の
あ
っ
た
広

島
市
立
八
木
小
学
校
の
児
童
を

対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
な
ど
、
活
動
の
幅
を
広
げ

て
い
る
。

表彰状を手にするプロジェクトメンバーと
コーディネーターの西國職員（左）

　10 月 28 日、29 日の両日、第 50 回経大
祭が開催された。テーマは「Get Over」（乗
り越える）。メインステージでは文化系ク
ラブの発表やアーティストライブを開催。
さまざまなイベントで幅広い年齢のみなさ
まに楽しんでいただけた大学祭となった。

経大祭 10/28・29

　11 月 12 日、「第 12 回祇園・興動祭　完全結束～みん
なをつなげるはじめの一歩～」が開催された。興動館
プロジェクトの学生が中心となって企画運営し、学生
と地域の方々が交流することを目的として開催してお

り、今年度は約
3,800 名の来場者
があり、大いに
賑わった。

祇園・興動祭 11/12
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▽
学
長
表
彰
者

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
【
６
０
０
点
以

上
】
河
城
将
佳
（
経
済
学
科
４

年
）、
山
岡
祥
悟
（
経
済
学
科

３
年
）、
守
田
空
礼
（
経
営
学

科
３
年
）、
木
村
雄
介
（
経
済

学
科
２
年
）

▽
学
部
長
表
彰
者

●
文
章
読
解
・
作
成
能
力
検
定

【
２
級
】
吉
本
直
樹
（
経
済
学

科
４
年
）、
川
岡
杏
子
（
経
済

学
科
４
年
）、
大
西
翔
太
（
経

済
学
科
３
年
）、森
脇
尋
斗
（
経

済
学
科
３
年
）、北
村
拓
也
（
ス

ポ
ー
ツ
経
営
学
科
３
年
）、
権

田
友
志
（
経
済
学
科
２
年
）

●
日
商
簿
記
検
定
【
２
級
】
田

頭
勇
人
（
経
営
学
科
４
年
）、

槙
原
大
輔
（
経
営
学
科
３
年
）、

前
原
理
沙
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

科
３
年
）

学生のみなさんへ
　『論集』には先生方の最新の研究成果が掲載されています。最新号は、1 号館玄関・図
書館・メディア情報センター、明徳館 6 階等に置いていますので、 各自自由に持ち帰っ
てください。また、バックナンバーをご希望の場合は、地域経済研究所まで来てください。

◆広島経済大学研究論集　第40巻　第2号（2017年9月）
【論　説】
資本主義はなぜ，女性にスポーツを普及させるのか
 内海　和雄（教授）
パスカルの人間学における「対話」と「説得」
 大田　孝太郎（教授）
入職期における中学校社会科教師の
職能発達に関する研究 胤森　裕暢（教授）
 田中　泉（教授）
教科書の問題理解に関する方略を基にした
授業づくりに関する考察 平岡　賢治（教授）
 野本　純一（佐世保市立東明中学校教諭）
日本における相続税の課税方式に関する研究
 餅川　正雄（教授）
ブーバーにおける「永遠の汝」についての無神論的解釈
 田中　健（広島経済大学非常勤講師）
【資　料】
Geheimmissionen der japanischen und deutschen U-Boote
im Zweiten Weltkrieg
— Begleitend zur Exkursion über die geheimen U-Bootmissionen
und die Ruinen der kaiserlichen Marine
in der Militärhafenstadt Kure in der Präfektur Hiroshima—
第二次世界大戦における遣独潜水艦作戦
─遣独潜水艦作戦と呉市の海軍遺構を実地見学するための手引き─
 竹林　栄治（准教授）

　本書は、中世ヨーロッパの人文学者エラスムスが校訂し
たギリシア語の新約聖書である。当時のカトリック教会は
ラテン語聖書（ウルガタ聖書）を公式聖書と定めていたが、
ギリシア語の原典を完全に翻訳したものではなかったため、
エラスムスはギリシア語の写本を使いながら新約聖書の校
訂に勤しんだ。
　本学が所蔵する初版は 1516 年に刊行され、ギリシア語本文にエラスムス自身が手
がけた新しいラテン語翻訳と注釈がつけられている。彼は序文の中で、聖書の正確な
本文を確立し、老若、男女、貧富、地位、母語の相違を越えて誰でもが聖書を手にし
て読み、それにもとづいた生活ができるようにするべきだと主張して、新しい聖書の
在り方を示した。
　本書はギリシア語本文を初めて活字にした聖書としてヨーロッパ中で大きな反響を
呼び、初版の刊行後も何度も改版を重ねる大成功をおさめた。1519 年に刊行された第
二版は、ドイツの宗教改革者マルティン・ルターが翻訳した『ドイツ語新約聖書』の
底本に使われている。
　主著『痴愚神礼賛』等、人文主義者として名高いエラスムスであるが、もともとは
修道士で、神学や聖書の研究を行っていた。『ギリシア語新約聖書』は、当時エラス
ムス最大の業績と認められ、この成功によって神学者としての地位も確立されること
となった。

エラスムス校注「ギリシア語新約聖書」初版
1516 年　バーゼル刊

Erasumus, Desiderius, 1466-1536.
 Novum Instrumentum omne. Basel: Johann Froben, 1516.
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保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

保護者様向けメールマガジン配信中
（通称：HUE（ヒュー）メル）

　本学では、広島経済大学の最新情報を月初めにメールマガジンで
配信しています。ぜひ、ご登録のうえご覧いただき、広島経済大学
及び学生たちのことを知る一助にしていただければと思います。保
護者のみなさまの多数のご登録をお待ちしております。登録方法は
オフィシャルサイトから“保護者の方”をクリックしてください。

平成30年度
AO・推薦入学試験結果報告

平成 30 年度　推薦入学試験を 11 月 17 日に実施した。
また、９月には、AO 入学試験を実施した。
以下の表を入試結果として報告する。

●ＡＯ入学試験
入学試験 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

AO 20 25 25 6 4.2 

●特別推薦入学試験
入学
試験 分　　野 募集

人員
志願
者数

受験
者数

合格者数

経済学科 経営学科 ビジネス 
情報学科

メディア
ビジネス学科

スポーツ 
経営学科 合  計

特別
スポーツ 35 92 92 26 27 2 4 31 90 
特定資格 15 15 15 2 8 2 3 15 
海外経験 2 0 0 0 0 0 0 0 

合　　計 52 107 107 28 35 4 7 31 105 

●資格スカラシップ推薦入学試験（1 期）

入学試験 募集
人員

志願
者数

受験
者数

合格者数

経済学科 経営学科 ビジネス 
情報学科

メディア
ビジネス学科

スポーツ 
経営学科 合  計

資格スカラシップ 若干名 17 17 1 12 1 2 1 17 

●一般公募制推薦入学試験
入学
試験 学　科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

合  計 競争率 ボーダー

一
般
公
募

経 済 学 科 55 130 129 50 2.6 154 点
経 営 学 科 50 102 102 34 3.0 156 点
ビジネス情報学科 10 55 55 27 2.0 140 点
メディアビジネス学科 10 32 32 17 1.9 144 点
スポーツ経営学科 10 38 38 14 2.7 156 点
合　　計 135 357 356 142 2.5 

平成30年度

学 生 募 集 要 項

■大学院　博士課程前期課程
［一般選抜（Ⅱ期）］

募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程[研究者養成コース・経済学専修コース]10名
（外国人留学生、社会人特別選抜、国外受験者、外国人留学生指定校推薦を含む）

出 願 期 間 Ⅱ期＝平成30年1月18日（木）～2月5日（月）【締切日消印有効】
試 験 日 Ⅱ期＝平成30年2月21日（水）･22日（木）
合 格 発 表 Ⅱ期＝平成30年2月28日（水）午前10時
［社会人特別選抜（Ⅱ期）］

募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程前期課程[経済学専修コース]若干名
(外国人留学生を含む)

出 願 期 間 Ⅱ期＝平成30年1月18日（木）～2月5日（月）【締切日消印有効】
試 験 日 Ⅱ期＝平成30年2月22日（木）
合 格 発 表 Ⅱ期＝平成30年2月28日（水）午前10時
■大学院　博士課程後期課程
募 集 人 員 経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程 [研究者養成コース]3名

（外国人留学生、国外受験者を含む）
出 願 期 間 平成30年1月18日（木）～2月5日（月）【締切日消印有効】
試 験 日 平成30年2月21日（水）
合 格 発 表 平成30年2月28日（水）午前10時
■学部　資格スカラシップ推薦入学試験（2期・3期）
募 集 人 員 経済学部／ 経済学科、経営学科、ビジネス情報学科、 

メディアビジネス学科、スポーツ経営学科　若干名

2
期

出願期間 平成30年1月4日（木）～1月24日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 平成30年2月6日(火)
合格発表 平成30年2月15日（木）午後3時

3
期

出願期間 平成30年2月16日（金）～2月26日（月）【締切日消印有効】
試 験 日 平成30年3月5日（月)
合格発表 平成30年3月9日（金）午後3時

■学部　一般入学試験（1期・2期）

1
期

募集人員 経済学部／ 経済学科105名、経営学科100名、ビジネス情報学科25名、 
メディアビジネス学科25名、スポーツ経営学科25名

出願期間 平成30年1月4日（木）～1月24日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 平成30年2月6日（火）・7日（水）
合格発表 平成30年2月15日（木）午後3時

2
期

募集人員 経済学部／ 経済学科20名、経営学科20名、ビジネス情報学科5名、 
メディアビジネス学科5名、スポーツ経営学科5名

出願期間 平成30年2月16日（金）～2月26日（月）【締切日消印有効】
試 験 日 平成30年3月5日（月）
合格発表 平成30年3月9日（金）午後3時

※１期：試験日自由選択制、複数学科併願制、商業学科等優先選抜枠あり
※２期：複数学科併願制
■学部　センター利用入学試験（1期・2期）

1
期

募集人員 経済学部／ 経済学科40名、経営学科40名、ビジネス情報学科10名、 
メディアビジネス学科10名、スポーツ経営学科10名

出願期間 平成30年1月4日（木）～1月31日（水）【締切日消印有効】
合格発表 平成30年2月15日（木）午後3時

2
期

募集人員 経済学部／ 経済学科10名、経営学科10名、ビジネス情報学科5名、 
メディアビジネス学科5名、スポーツ経営学科5名

出願期間 平成30年2月16日（金）～2月26日（月）【締切日消印有効】
合格発表 平成30年3月9日（金）午後3時

※１・２期：複数学科併願制
■学部　社会人入学試験

募集人員 経済学部／ 経済学科、経営学科、ビジネス情報学科、 
メディアビジネス学科、スポーツ経営学科　若干名

出願期間 平成30年2月16日（金）～2月26日（月）【締切日消印有効】
試 験 日 平成30年3月5日（月）
合格発表 平成30年3月9日（金）午後3時
■学部　編入学試験

募集人員 経済学部／ 経済学科、経営学科、ビジネス情報学科、 
メディアビジネス学科、スポーツ経営学科　若干名

出願期間 平成30年1月4日（木）～1月24日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 平成30年3月5日（月）
合格発表 平成30年3月9日（金）午後3時
■学部　外国人留学生公募制推薦入学試験

募集人員 経済学部／ 経済学科、経営学科、ビジネス情報学科、 
メディアビジネス学科、スポーツ経営学科　6名

出願期間 平成30年1月4日（木）～平成30年1月17日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 平成30年2月2日（金）
合格発表 平成30年2月15日（木）午後5時
※複数学科併願制
■学部　外国人留学生入学試験【国内志願者】（Ⅰ期・Ⅱ期）

募集人員 Ⅰ・Ⅱ期＝経済学部／ 経済学科・経営学科、ビジネス情報学科、 
メディアビジネス学科、スポーツ経営学科　若干名

出願期間 Ⅰ期＝平成30年1月4日（木）～1月17日（水）【締切日消印有効】
Ⅱ期＝平成30年2月8日（木）～2月19日（月）【締切日必着】

試 験 日 Ⅰ期＝平成30年2月2日（金）／Ⅱ期＝平成30年3月7日（水）
合格発表 Ⅰ期＝平成30年2月15日（木）午後5時

Ⅱ期＝平成30年3月9日（金）午後5時
※複数学科併願制
■学部　外国人留学生のための書類選考による入学試験【国内志願者】

募集人員 経済学部／ 経済学科、経営学科、ビジネス情報学科、 
メディアビジネス学科、スポーツ経営学科　若干名

出願期間 平成30年1月4日（木）～1月17日（水）【締切日消印有効】
試 験 日 平成30年2月2日（金）
合格発表 平成30年2月15日（木）午後5時

学部および大学院の入試要項を配付しています。
お申込みは本学ホームページ・電話・メールなどで。
〒731-0192　広島市安佐南区 園五丁目37番1号

（学部・大学院）入試広報センター 082-871-1313 ／ ent-sc@hue.ac.jp
（留学生）国際教育交流センター 082-871-1002 ／ int-sc@hue.ac.jp

学長表彰者

学部長表彰者
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も
と
も
と
、
文
章
を
書
い
た

り
、
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
好

き
だ
っ
た
た
め
、
自
分
の
長
所

を
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か
す
機
会
は
な
い
か
と
探

し
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
私
自

身
が
日
本
語
文
章
能
力
検
定
２

級
を
取
得
。
そ
の
後
、
先
生
か

ら
誘
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
資

格
取
得
だ
け
に
満
足
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
資
格
を
活
か
せ

る
活
動
が
し
た
い
！
と
考
え
、

引
き
受
け
ま
し
た
。

【
実
際
に
活
動
を
始
め
て
み
て

い
か
が
で
す
か
】

　

最
初
は
緊
張
し
て
し
ま
い
、

う
ま
く
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。「
私
の
ア
ド
バ
イ

ス
は
相
手
の
た
め
に
な
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
」
と
不
安
に
な
る

　

広
島
経
済
大
学
で
は
、
学
習
支
援
員
（
Ｓ
Ａ
）（
日
本
語
・
簿
記
）
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ａ
制
度
と
は
、
先
輩
学
生
が
、
同
じ
立
場
の
学
生

に
対
し
て
、
学
習
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。
Ｓ
Ａ
の
エ
ー
ス
と
し
て
数
々

の
後
輩
の
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
き
た
彼
女
を
要
チ
ェ
ッ
ク
!!

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
回
数
を
重
ね
る
う
ち
に
接

し
方
が
わ
か
り
、
う
ま
く
書
け

な
か
っ
た
後
輩
が
徐
々
に
コ
ツ

を
つ
か
ん
で
い
き
ま
し
た
。「
検

定
に
合
格
し
ま
し
た
！
」
と
笑

顔
で
報
告
し
て
く
れ
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

【
Ｓ
Ａ
の
活
動
の
中
で
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
】

　
「
会
話
」
で
す
。
授
業
で
は
、

先
生
と
一
対
一
で
会
話
を
し
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
学
習
支
援
で
は
じ
っ
く
り
話

を
聞
き
な
が
ら
相
手
の
得
意
な

こ
と
、
苦
手
な
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
後
輩
た
ち

の
不
安
な
部
分
を
補
う
役
割
を

Ｓ
Ａ
は
担
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

後輩の指導をする廣信さん

　

保
護
者
会
秋
季
役
員

会
が
髙
橋
裕
保
護
者
会

会
長
を
は
じ
め
62
名
の

出
席
の
も
と
、
11
月
14

日
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。

　

役
員
会
の
学
事
報
告

で
は
、
小
谷
学
長
か
ら

の
報
告
に
加
え
、
各
担

当
部
署
か
ら
詳
細
な

説
明
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
懇

親
会
で
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
た
。

平
成
29
年
度  

保
護
者
会
秋
季
役
員
会
開
催

髙橋保護者会会長の挨拶

　

平
成
29
年
10
月
５
日
、
中
川

栄
治
名
誉
教
授
が
博
士
（
経
済

学
）
の
学
位
を
取
得
し
た
。

　
『「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
価
値

尺
度
論
」
に
関
す
る
海
外
に
お

け
る
諸
研
究
―
19
世
紀
末
か
ら

１
９
７
０
年
代
末
―
』（
上
・

下
）（
広
島
経
済
大
学
研
究
双

書 

14
・
15
、
平
成
７
年
）
を
参

考
論
文
、『「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

価
値
尺
度
論
」
欧
米
文
献
の
分

析
―
基
本
的
諸
問
題
を
巡
っ
て

―
』（
上
・
下
）（
晃
洋
書
房
、

平
成
22
年
・
28
年
）
を
学
位
申

請
論
文
と
し
、
昨
年
11
月
、
福

岡
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

に
論
文
博
士
と
し
て
の
学
位
申

請
。
受
理
・
審
査
を
経
て
、
学

位
が
授
与
さ
れ
た
。

論
文
題
目

「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
価
値
尺
度
論
」

欧
米
文
献
の
分
析

―
基
本
的
諸
問
題
を
巡
っ
て
―

中
川
栄
治
名
誉
教
授
が

博
士
号
を
取
得

中川　栄治 名誉教授

●
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
技
能
検
定
【
２
級
】

田
頭
勇
人
（
経
営
学
科
４
年
）、

早
弓
裕
一
郎（
経
済
学
科
２
年
）

●
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
【
５
０
０
点
以

上
】孫
佳
増（
経
営
学
科
４
年
）、

厚
田
健
人
（
ス
ポ
ー
ツ
経
営
学

科
２
年
）

●
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
試
験

木
南
友
彰
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学

科
３
年
）、
武
田
優
希
（
ビ
ジ

ネ
ス
情
報
学
科
３
年
）、
森
岡

快
哉
（
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
科
３

年
）

●
販
売
士
【
２
級
】
中
島
崇
博

（
経
済
学
科
４
年
）

訃
　
報

名
誉
教
授

兒
玉
昭
人
（
こ
だ
ま
あ
き
と
）

　

平
成
29
年
10
月
６
日
、
ご
逝

去
さ
れ
た
。
享
年
90
歳
。

　

平
成
４
年
４
月
本
学
教
授
に

就
任
。
平
成
９
年
３
月
31
日
に

退
職
さ
れ
、
本
学
の
名
誉
教
授

と
な
る
。


